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編纂あとがき 

                               編纂者：藤本 誠 

 

2020 年はコロナ・パンデミックに始まり、私たちの暮らしぶりや信仰生活も大きな影響を受けま

した。会員の皆様には、熊本教会とのかかわりや信仰の歩みなどについて寄稿していただき、杉本

範子姉には聞き書きをして原稿化していただきました。それらを編集して「120 年記念誌」として

刊行したいと考えていましたが、私自身の個人的な事情もあり、実現に至りませんでした。 

2018 年 10 月 2 日、熊本教会は創設 120年を迎え、それを記念して後日『熊本教会宣教 120 年記

念誌』を発行する予定でした。編纂に取り掛かった当初、製本・刊行を予定し簡素な形での編集・

発行をと考えていましたが、編纂を進めるに従って、「120 年記念誌」を出す意義について思いを巡

らすうちに、熊本教会の歩みに 50 年以上関わって来た信徒の一人として、どうしても編纂責任者

として納得いく形で発行すべく、編集方針を変更することにいたしました。記念誌は、従来の歴史

記述中心の教会史ではなく、熊本教会の 122 年の歩みに関わり足跡を残された人たちの人生や信仰

生活、教会でのお働き、生きたことばや証しなどをできるだけ多く伝えるように心がけ、皆さんの

思い出深い写真や記録をできる限り収録するようにと尽力しました。私が所蔵している文献や貴重

な歴史資料およびルーテル教会関係の資料と、熊本教会に遺されている文書資料などをスキャンし

て取り込み Word 文書にデジタル変換して、それらの資料・写真・記録・122 年の歩みをすべて編年

体でデジタルデータ化しました。必ずや熊本教会の貴重な共有財産になることと確信しています。 

編纂作業が遅れてしまった分、当初の本編「熊本教会 120 年の歩み」に記載する内容を 2020 年

12 月末まで延長し、「熊本教会 宣教 122年の歩み」としてまとめました。悪戦苦闘しながらの大変

な作業でしたが、かえって最新の記念誌になって功を奏したのではないかと思っています。何卒、

ご容赦くださいますようお願いいたします。 

ともあれ、何とか『日本福音ルーテル熊本教会 宣教 122 年の歩み』として形にすることができ



ました。熊本教会のこれまでの歩みを支え導いてくださった主に感謝し、編纂のあとがきとさせて

いただきます。 

2021 年 3 月 28 日（日）四旬節第６主日 記す 

 

 

編集追記 

当初、「熊本教会宣教 122 年の歩み」初版は製本・刊行することを前提に編纂していました。し

かし、製本・刊行するには「初版・原本」があまりに膨大な分量で経費も相当高額になるため、歴

代関係牧師や会員の皆さんには原本を〔ＣＤ－Ｒ：１枚〕に焼いたものを提供することにいたしま

した。 

 「初版」は製本・刊行することを前提に編纂しましたので、本来収録すべき重要な内容をかなり

削減して編集いたしました。編纂は記念誌を刊行することが目的ではなく、真意はいかに熊本教会

の歴史的遺産を作成し遺すかにあります。〔ＣＤ－Ｒ版〕にすると、そうした資料や記録を過不足な

く十全に収録することが可能となります。そのため、主に前半の編集を再度行い、「熊本るうてる」

の一部を増補し改訂いたしました。 

 よく「熊本は日本のルーテル教会の聖地だ」と言われますが、熊本教会はその聖地の聖堂である

母なる教会なのです。熊本教会の宣教からルーテル教会の伝道が本格化し、路帖神学校と九州学院

が創設され、慈愛園や九州女学院、他のルーテル教会が誕生したのです。その母教会である熊本教

会の 122 年の宣教の歩みを、これで完全な記録として跡付けできたのではないかと思います。ここ

に発行する『日本福音ルーテル熊本教会 宣教 122 年の歩み』【増補改訂版】は、熊本教会のみなら

ず、日本福音ルーテル教会全体にとっても貴重な歴史遺産になったのではないかと確信しています。 

 なお、出版委員会での協議の結果、書籍の形でも製本し遺す必要があると裁定いたしました。熊

本教会保存用に１冊、ルーテル学院大学・日本ルーテル神学校歴史資料用に１冊（ルーテル教会全

体の資料として）を予定しています。 

 これまで熊本教会の 122 年の歩みを支え導いて来られた牧師および信徒の皆さまに改めて敬意

を表しますとともに、主の限りないみ恵みと導きを感謝いたします。 

                       2021 年 5 月 2 日（日）復活節第 5 主日 記す 
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